
Title 第一部　通史．　第二編　北海道大学の拡充（一九六九〜一九八八年）．　第五章　国際交流の推進

Citation 北大百二十五年史, 通説編, 164-170

Issue Date 2003-12-25

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/28151

Type departmental bulletin paper

File Information 2(5)_164.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



四
日
開
催
の
教
養
課
程
教
育
協
議
会
に
提
示
し
た
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
五
一
号
、
一
〜
七
七
ペ
ー
ジ
）。
引
き
続
き
、
各
学
部
の
大

学
院
整
備
構
想
と
の
関
連
に
お
い
て
、
今
後
の
教
養
部
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
（『
協
議

会
資
料
集
』
第
五
二
号
、
一
〜
五
〇
ペ
ー
ジ
。
第
五
三
号
、
一
〜
六
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
な
が
ら
翌
九
一
年
三
月
二
十
六
日
に
学
部
教

育
専
門
委
員
会
は
、「
現
行
の
系
・
課
程
制
を
廃
止
し
、
学
部
別
学
生
編
成
と
す
る
」、「
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
授
業
科
目
の
区
分

を
廃
止
す
る
」
こ
と
を
提
言
し
た
（『
協
議
会
資
料
集
』
第
五
十
号
、
三
五
〜
三
七
ペ
ー
ジ
）。
も
は
や
一
般
教
育
の
授
業
科
目
を
、
教

養
部
で
、
教
養
課
程
と
い
う
期
間
に
固
定
し
て
開
講
す
べ
き
必
然
性
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
教
養
課
程
が
な
く
な
れ
ば
、
教
養

部
の
存
在
理
由
も
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
教
養
部
の
存
在
は
も
は
や
風
前
の
灯
と
な
っ
た
。
教
養
部
の
発
足
以
来
、
幾
度
に
も
わ
た
っ

て
営
々
と
積
み
上
げ
ら
れ
た
教
養
部
改
革
の
検
討
と
実
施
は
大
学
院
重
点
化
の
荒
波
の
前
に
も
ろ
く
も
消
散
し
た
。

第
五
章

国
際
交
流
の
推
進

第
一
節

外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
徐
々
に
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た
と
は
い
え
、
外
国
人
留
学
生
（
学
部
留
学
生
及
び
研
究
留
学
生
）
の
受
け

入
れ
数
は
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
。
六
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
数
は
年
平
均
で
九
名
に
過
ぎ
ず
、
約
一
〇
名
内
外
で
推

移
し
て
い
た
。
た
だ
、
六
〇
年
代
前
半
ま
で
ほ
ぼ
半
々
で
あ
っ
た
学
部
留
学
生
（
出
身
国
で
一
二
年
以
上
の
学
校
教
育
課
程
を
終
え
、

学
部
の
教
育
課
程
を
受
け
る
者
）
と
研
究
留
学
生
（
出
身
国
で
大
学
を
卒
業
し
、
大
学
院
な
ど
に
お
い
て
専
門
分
野
の
研
究
に
従
事
す
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る
者
）
の
構
成
割
合
は
、
六
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
、
研
究
留
学
生
が
大
多
数
を
占
め
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
き
て

い
た
。

一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、
研
究
留
学
生
を
中
心
に
、
北
海
道
大
学
へ
の
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
増
加
が
顕
著
に
な
り
、
外
国

人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
、
修
学
上
の
指
導
、
異
文
化
適
応
上
及
び
学
生
生
活
面
で
の
指
導
・
支
援
等
を
含
め
た
、
き
め
細
か

い
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

日
本
語
教
育
に
関
し
て
は
、
日
本
語
担
当
教
官
を
中
心
に
、
先
導
的
か
つ
積
極
的
に
多
様
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
成
果
は
、

他
大
学
の
範
と
な
る
日
本
語
教
育
体
制
を
整
え
た
と
学
内
外
か
ら
評
価
さ
れ
、
後
に
、
全
国
の
大
学
の
中
で
も
非
常
に
早
い
段
階
で
留

学
生
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
と
北
海
道
大
学
と
の
留
学
生
交
換
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
の
経
済
学
・
経
営
学
専
攻
の
学
生
が
同
大
学
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一
環
と
し
て
北
海
道
大
学

を
訪
れ
、
ま
た
文
部
省
の
学
生
国
際
交
流
制
度
を
利
用
し
て
北
海
道
大
学
の
経
済
学
部
学
生
及
び
同
大
学
院
生
が
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立

大
学
を
訪
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
着
実
な
実
績
を
積
み
重
ね
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
績
は
高
い
評
価
と
注
目
を
受
け
、
七
八

年
か
ら
の
北
海
道
大
学
の
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
つ
な
が
っ
た
。

北
海
道
大
学
の
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
隔
年
で
、
七
月
に
四
週
間
の
日
程（
第
一
回
は
六
週
間
）

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
（
表
２－

２
）。
当
初
か
ら
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
加
え
て
、
八
〇
年
の
第
二
回
か
ら
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
が
、
ま
た
八
四
年
の
第
四
回
か
ら
は
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
成
功
は
、
各
年
の
実
施
委
員
会
委
員
の
努
力
、
各
参
加
大
学
の
関
係
者
の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ
先
と
な
っ
て
く
れ
た
多
く
の
家
庭
の
支
援
・
協
力
な
し
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
八
一
年
に
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
の
フ
ァ
ル
コ
ン
・
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
協
力
し
、
同
大
学
の
学
生
を
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受
け
入
れ
始
め
た
。
フ
ァ
ル
コ
ン
・
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
近

代
語
・
言
語
学
科
が
開
設
す
る
ア
ジ
ア
言
語
に
関
す
る
一
年
間
集
中
講
義
で
あ
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
四
週
間
、
同
大
学
の
学
生
が
北
海

道
大
学
に
滞
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
後
毎
年
実
施
さ
れ
、

実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

第
二
節

海
外
の
大
学
と
の
学
術
交
流

海
外
の
大
学
と
の
学
術
交
流
は
、
個
々
の
北
海
道
大
学
教
官
・
研
究
者
の
専
門
分

野
に
お
け
る
交
流
実
績
と
、
熱
心
な
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
学
術
交
流

が
相
互
に
有
意
義
な
果
実
を
も
た
ら
し
得
る
基
本
は
、
確
立
し
た
相
互
信
頼
関
係
を

持
つ
研
究
者
同
士
が
熱
意
を
も
っ
て
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で

個
々
の
努
力
の
集
大
成
と
し
て
学
術
交
流
成
果
が
評
価
さ
れ
る
が
、
個
々
の
努
力
に

依
存
す
る
の
み
で
は
継
続
的
な
実
の
あ
る
学
術
交
流
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

る
恐
れ
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
認
識
か
ら
、
一
九
七
〇
年
代
に

入
っ
て
、
北
海
道
大
学
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
く
有
意
義
と
判
断
で
き
、
継
続
的
な
学

術
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
海
外
の
大
学
と
、
大
学
間
あ

る
い
は
部
局
間
の
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
た
。

表
２－

３
は
一
九
八
八
年
末
ま
で
に
大
学
間
あ
る
い
は
部
局
間
で
締
結
が
な
さ
れ

参加人数
学 生
７名
１１名
６名
９名
１５名
１５名
１５名
５名
１５名
１５名
１０名
１４名
１３名
１０名

ディレクター
２名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
１名
２名
１名
１名
１名

参 加 大 学
大 学 名

ポートランド州立大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学
ポートランド州立大学
マサチューセッツ大学
アルバータ大学

国 名
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
カ ナ ダ
アメリカ
アメリカ
カ ナ ダ
アメリカ
アメリカ
カ ナ ダ

実 施 期 間

６月２６日～８月４日（６週間）

６月３０日～７月２５日（４週間）

７月５日～７月３０日（４週間）

７月２日～７月２７日（４週間）

６月３０日～７月２５日（４週間）

７月４日～７月２９日（４週間）

実施年

１９７８年

１９８０年

１９８２年

１９８４年

１９８６年

１９８８年

区分

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

表２－２ サマーセッション・プログラム実施状況（１９７８～８８年）
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た
交
流
協
定
締
結
校
の
一
覧
で
あ
る
。

最
初
の
大
学
間
交
流
協
定
の
締
結
は
、
一
九
七
二
年
十
二
月
十
九
日
に
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
と
の
間
で
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

前
節
で
述
べ
た
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
な
が
る
交
流
実
績

の
積
み
重
ね
が
あ
る
こ
と
と
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
と
札
幌
市
と
が
姉
妹
都
市

で
あ
る
こ
と
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
海
道
大

学
が
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
際
の
七
六
年
九
月
十
四
日
に
、
建
学
以
来

つ
な
が
り
の
深
い
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
と
の
間
で
、
大

学
間
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
部
局
間
の
交
流
協
定
と
し
て
は
、
七
四
年

一
月
一
日
に
締
結
さ
れ
た
オ
レ
ゴ
ン
・
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
歯
学
部

（
ア
メ
リ
カ
）
と
歯
学
部
と
の
間
の
も
の
が
最
初
で
あ
り
、
続
い
て
七
六
年

九
月
十
五
日
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
ル
イ
ス
・
デ
・
ケ
イ
ロ
ス
農
科
大
学
（
ブ

ラ
ジ
ル
）
と
農
学
部
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
特
に
そ
の
後
半
に
は
、
各
部
局
に
お
け
る
海

外
の
大
学
と
の
交
流
協
定
の
締
結
が
相
次
い
だ
。
ま
た
、
そ
の
い
く
つ
か
は
、

後
に
、
大
学
間
交
流
協
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
間
違
い
な
く
、
国
際

交
流
の
促
進
に
向
け
た
学
内
環
境
整
備
の
気
運
の
高
ま
り
と
連
動
し
て
お
り
、

海
外
の
大
学
と
の
学
術
交
流
に
大
輪
の
花
を
開
か
せ
て
い
っ
た
。

締結年月日
１９７２．１２．１９
１９７６．９．１４
１９８２．６．１６
１９８６．１２．２０
１９８７．４．２１
１９７４．１．１
１９８８．６．２４
１９８３．４．２４
１９８６．１２．２６
１９８５．２．２６
１９８５．６．２４
１９８６．６．２
１９８６．１１．５
１９８６．１２．３１
１９８８．１０．１
１９８３．１．３１
１９８３．９．２５
１９７６．９．１５

協定区別
大学間交流協定
大学間交流協定
大学間交流協定
大学間交流協定
大学間交流協定

部局間交流協定（歯学部）
部局間交流協定（水産学部）
部局間交流協定（法学部）
大学間交流協定

部局間交流協定（医学部）
部局間交流協定（工学部）
部局間交流協定（農学部）
部局間交流協定（農学部）
部局間交流協定（農学部）
部局間交流協定（言語文化部）

大学間交流協定
部局間交流協定（スラブ研究センター）
部局間交流協定（農学部）

協定大学名（所在地）
ポートランド州立大学（ポートランド）
マサチューセッツ大学（ボストン）

コーネル大学（イサカ）
アラスカ大学（フェアバンクス）

ウイスコンシン大学マディソン校（マディソン）
オレゴン・ヘルスサイエンス大学歯学部（ポートランド）
ワシントン大学海洋・水産学部（シアトル）
ブリティッシュ・コロンビア大学（バンクーバー）

北京科技大学（ペキン・北京）
ハルビン医科大学（ハルビン・哈爾濱）
瀋陽工業大学（シンヨウ・瀋陽）
東北農学院（ハルビン・哈爾濱）
瀋陽農業大学（シンヨウ・瀋陽）
東北林業大学（ハルビン・哈爾濱）

復旦大学国際文化交流学院（シャンハイ・上海）
ルートヴィヒ・マクシミリアン大学（ミュンヘン大学）（ミュンヘン）
フランス国立東洋語東洋文化研究所ロシア・ユーラシア研究センター（パリ）
サンパウロ大学ルイス・デ・ケイロス農科大学（サンパウロ）

国名・地域

アメリカ合衆国

カナダ

中華人民共和国

ドイツ連邦共和国
フランス共和国
ブラジル連邦共和国

表２－３ 国際交流協定締結状況（１９８８年以前）
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第
三
節

国
際
交
流
関
係
事
業
の
整
備

北
海
道
大
学
が
創
立
一
〇
〇
周
年
を
祝
っ
た
一
九
七
六
年
前
後
か
ら
、
建
学
精
神
の
重
要
な
柱
の
一
本
で
あ
る
「
国
際
性
の
涵
養
」

の
具
現
化
の
た
め
に
、
国
際
交
流
の
促
進
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
べ
し
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

創
基
一
一
〇
年
に
あ
た
る
と
同
時
に
、
ク
ラ
ー
ク
没
後
一
〇
〇
年
で
も
あ
る
八
六
年
に
、
北
海
道
大
学
国
際
交
流
事
業
基
金
が
創
設
さ

れ
た
（
こ
の
基
金
を
活
用
し
た
国
際
交
流
推
進
の
た
め
の
事
業
は
前
年
の
八
五
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
）。

そ
も
そ
も
の
発
端
は
、
一
九
八
一
年
六
月
八
日
開
催
の
国
際
交
流
委
員
会
に
有
江
幹
男
学
長
（
当
時
）
が
出
席
し
、「
本
学
に
お
け

る
国
際
交
流
促
進
の
た
め
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
国
際
交
流
委
員
会
で
検
討
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
い
ず
れ
正
式
に
諮
問
し
た
い
」
旨

を
発
言
し
、
ま
た
八
二
年
の
年
頭
挨
拶
に
お
い
て
も
同
様
の
主
旨
の
発
言
を
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
八
二
年
一
月
二
十
九
日

開
催
の
国
際
交
流
委
員
会
に
お
い
て
、
有
江
学
長
よ
り
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
の
国
際
交
流
推
進
に
つ
い
て
」
三
項
目
（
学

術
研
究
に
お
け
る
国
際
交
流
活
動
に
関
す
る
調
査
、
学
術
研
究
の
国
際
交
流
を
助
成
す
る
た
め
の
基
金
の
設
立
、
学
術
研
究
の
国
際
交

流
の
た
め
の
施
設
整
備
）
に
わ
た
る
具
体
的
な
検
討
事
項
が
正
式
に
同
委
員
会
に
諮
問
さ
れ
た
。

国
際
交
流
委
員
会
及
び
そ
の
下
に
設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
多
数
回
に
わ
た
る
熱
心
な
検
討
の
結
果
、「
北
海
道

大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
（
答
申
）」
を
と
り
ま
と
め
、
一
九
八
二
年
五
月
三
十
一
日
、
有
江
学
長
に

答
申
し
て
い
る
。
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、
評
議
会
及
び
部
局
長
連
絡
会
議
に
お
け
る
議
論
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
八
二
年
九
月
に「
国

際
交
流
事
業
後
援
会
設
置
準
備
委
員
会
」
の
発
足
を
見
た
。
ま
た
、
こ
の
準
備
委
員
会
で
の
諸
種
の
検
討
を
踏
ま
え
、
八
三
年
七
月
二

十
一
日
に
は
「
北
海
道
大
学
国
際
交
流
事
業
後
援
会
」（
岩
本
常
次
会
長
）
が
発
足
し
、
五
億
円
を
目
標
と
し
た
募
金
活
動
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
募
金
活
動
は
八
六
年
七
月
二
十
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
学
内
に
お
い
て
も
、
一
九
八
三
年
三
月
に
「
北
海
道
大
学
国
際
交
流
事
業
促
進
委
員
会
」
が
発
足
し
て
、
募
金
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第一種（会議開催等の事業）
１．国際会議等（国際シンポジウム、国際研究集会、セミナー等）
２．国際共同研究
３．サマーセッション
４．国際学術講演会
５．本学で開催する交流協定大学とのセミナー等
６．交流協定大学で開催されるセミナー等
７．交流協定大学における調査・研究
８．海外学術調査

第二種（招へい事業）
１．外国人研究者の招へい
２．若手研究者（３５才以下の者）の受入れ
３．本学に正規学生として留学していた者の再受入れ
４．発展途上国からの研究者・技術者等の受入れ
５．外国に１０年以上在住し、当該国の学界で活躍している日本人研究者の受入れ

第三種（派遣事業）
１．研究者等の派遣
２．若手研究者（３５才以下の者）の派遣
３．事務職員等の派遣
４．発展途上国への研究・教育指導のための研究者派遣

第四種（その他国際交流を促進する事業）
１．国内外で開催される国際会議等出席促進事業
２．来日中の外国人研究者招へい事業
３．出版物、情報提供等の事業
４．留学生への奨学事業
５．日本留学フェア参加事業
６．第三種及び第四種の追加事業
７．学部間協定締結部局への助成事業
８．水産学部練習船の国外航海への助成事業
９．総長が必要と認める事業

１９８８年度

実施

４３
４
３
１
１２
１３
８
５
１４
７
―
０
０
１
―
３
１
２

採択

５１
４
３
１
１５
１４
９
５
１８
８
―
２
０
１
―
４
１
２

申請

８５
９
８
１
２５
３３
２４
９
１８
８
―
２
０
１
―
４
１
２

予算額
（万円）
２，５６７
５９０
２９０
３００
６２０
７４０
４４０
３００
６１７
５０
―
５０
７２
１５０

―
１４０
１０
１４５

１９８７年度

実施

４３
２
２
―
１１
１３
９
４
１７
５
―
５
１
１
―
３
１
１

採択

４７
２
２
―
１３
１４
１０
４
１８
５
―
５
１
１
―
４
１
１

申請

８７
２
２
―
２３
４４
３０
１４
１８
５
―
５
１
１
―
４
１
１

予算額
（万円）
２，４２２
４８０
４８０

―
６００
７２０
４２０
３００
６２２
５０
―
５０
６０
１５０

―
１４０
１０
１６２

１９８６年度

実施

３４
１
１
―
１４
１１
７
４
８
―
―
０
―
―
―
―
―
８

採択

３６
１
１
―
１６
１１
７
４
８
―
―
０
―
―
―
―
―
８

申請

７１
１
１
―
２４
３８
３１
７
８
―
―
０
―
―
―
―
―
８

予算額
（万円）
１，５１１
３００
３００

―
４００
６００
３００
３００
２１１

―
―
５０
―
―
―
―
―

１６１

１９８５年度

実施

１１
―
―
―
―
１１
８
３
０
―
―
―
―
―
―
―
―
０

採択

１１
―
―
―
―
１１
８
３
０
―
―
―
―
―
―
―
―
０

申請

２５
―
―
―
―
２５
２２
３
０
―
―
―
―
―
―
―
―
０

予算額
（万円）
７５０

―
―
―
―

６００
３００
３００
１５０

―
―
―
―
―
―
―
―

１５０

合計
第一種（会議開催等の事業）

①会議開催等の事業
②サマーセッション経費

第二種（招へい事業）

第三種（派遣事業）

①教官の派遣事業
②事務職員等の派遣事業

第四種（国際交流促進事業）

①国内での国際会議等出席
②来日中の研究者の招へい
③謝金事業
④留学生への奨学事業
⑤追加事業
⑥留学フェア参加事業
⑦学部間協定締結部局助成
⑧水産学部練習船への助成
⑨総長が必要と認める事業

表２－４ 北海道大学国際交流事業基金による募集事業一覧

表２－５ 各年度事業予算額及び採択状況一覧（１９８５～８８年）
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活
動
の
促
進
に
努
力
が
傾
注
さ
れ
た
。

後
援
会
は
、
一
九
八
六
年
九
月
三
十
日
に
、
募
集
し
た
寄
附
金
を
北
海
道
大
学
に
寄
附
し
て
解
散
し
、
ま
た
同
時
に
学
内
の
国
際
交

流
事
業
促
進
委
員
会
も
解
散
し
た
。
最
終
的
に
寄
附
さ
れ
た
国
際
交
流
事
業
基
金
は
四
億
八
三
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
八
五
年
六
月
二

十
六
日
の
評
議
会
で
、
国
際
交
流
事
業
基
金
の
適
正
か
つ
有
効
な
管
理
運
用
を
図
る
た
め
に
、「
北
海
道
大
学
国
際
交
流
事
業
基
金
管

理
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

北
海
道
大
学
国
際
交
流
事
業
基
金
を
活
用
し
て
展
開
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
業
は
、
表
２－

４
に
示
し
た
四
種
類
の
事
業
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
か
ら
、
学
内
に
広
く
具
体
的
な
事
業
の
提
案
が
募
集
さ
れ
、
厳
正
な
審
査
を
踏
ま
え
て
採
択
事
業
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も

に
、
実
施
さ
れ
て
き
た
。
表
２－
５
は
、
八
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
事
業
予
算
額
及
び
採
択
状
況
一
覧
を
示
し
て
い
る
。
各
年
度
と

も
多
く
の
申
請
が
あ
り
、
競
争
率
の
高
い
状
況
で
推
移
し
て
い
る
。
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